










要約:  小児膠原病のアンケート調査により、最近の 10 年間に治療された皮膚筋炎、多発

性筋炎の 204 名か登録され、ニ次調査で回答のあった 16 歳以下の皮膚筋炎 102 名を解析

した。男女比はほぼ1 : 2 で、病型は89%が Brunsting 型、劇症型が 9.8%、1 例が Banker

型であった。皮膚症状は顔面98%と体幹 83%にみられ、また筋痛 64%、脱力 81%、歩行困難

72%が筋症状であった。間質性肺炎か 3.9%に見られた。死亡は 3 例であった。治療では副

腎皮質ステロイドが99%の症例で使用されており、このうち 97%で有効であった。15%の症

例に、MTX AZP、MIZ、CYA などの免疫抑制剤が使用されており、有効率は 81%であった。


